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	多様な力が育てる、持続可能な農業！
	福祉関係者向け

	農福連携セミナー
	「“農”という選択肢 〜就労支援の幅が広がる農福連携入門〜」
	2026年

	日（金）
	日 時
	１０：３０～１２：１５
	対 象
	全国の福祉関係者（福祉関係者以外の参加も歓迎です）
	開催形式
	オンライン＋アーカイブ配信
	定 員
	５００名
	８月１２日（水）１７時
	応募締切
	申込フォーム
	https://forms.gle/cFkZ9y9tR2j7G2Kp7


	農福連携
	とは
	農福連携は、障害者、高齢者、生活困窮者等、さまざまな生きづらさを抱えた方々の農林水産分野での活躍を通じて、自信や生きがいを創出し、社会参画を促す取組です。
	「農」と「福」が繋がることで、農林水産業と福祉の両サイドの課題解決と、地域の活性化や新たな価値の創造につながります。農林水産業やこれに付随する加工、販売等の「農」に、障害者等生きづらさを抱えた方々の「福」が、就労、活動等の形で参画することを通じて、多様な人々が役割を分担し合い、「happy-happy」となる新たな社会の構築を目指すものです。

	農福から始まる、誰もが輝ける地域づくり
	2026.8.21
	福祉関係者向け


	農福連携セミナー
	プログラム
	開会挨拶　一般社団法人 日本農福連携協会　会長理事　皆川 芳嗣
	農林水産省農福連携推進室より情報提供
	　厚生労働省障害福祉課より情報提供
	羽矢 一弘
	人を耕す農福連携  〜栽培から加工まで、ひまわり畑の実践〜

	加藤 純平
	農福連携が変える、福祉の働く場  〜工賃10万円・年間就労を実現した楽園プロジェクト〜
	小淵 久徳
	今後の開催予定




